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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公表番号】特表2010-509775(P2010-509775A)
【公表日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-012
【出願番号】特願2009-536331(P2009-536331)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６１０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６２０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６２５　
   Ｃ０８Ｇ   61/12     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年9月15日(2015.9.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　材料に関する場合に、用語「ＨＰＬＣ純度」は、高性能液体クロマトグラフィーによっ
て測定した際の、特定の材料のピーク対、２１０～５００ｎｍの波長範囲にわたって積分
されたすべての他のピークの相対的な吸光度比を意味することを意図している。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　用語「不純物吸光度（impurity absorbance）」は、４６０～１０００ｎｍの範囲のＴ
ＨＦ中の材料の３．３３％（ｗｔ／ｖｏｌ）溶液の最大吸光度（吸光度単位）を意味する
ことを意図している。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドーパント材料とホスト材料とを含む活性層であって、前記ホスト材料が、少なくとも
９９．９％のＨＰＬＣ純度および０．０１以下の不純物吸光度（４６０～１０００ｎｍの
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範囲について、ＵＶ－Ｖｉｓ分光計を用いる測定で、ＴＨＦ中における材料の３．３３％
（ｗｔ／ｖｏｌ）溶液の最大吸光度）を有する光活性層であって、
　前記ホスト材料が、下式：
【化１】

（式中：
　Ａ1およびＡ2が、出現するごとに同じかまたは異なっており、Ｈ、芳香族基、およびア
ルケニル基からなる群から選択され、またはＡが、１つまたは複数の縮合芳香環であって
もよく；
　ｐおよびｑが、同じかまたは異なっており、１～３の整数である）
を有する光活性層。
【請求項２】
　前記ホスト材料が、
【化２】

およびそれらの組み合わせからなる群から選択される請求項１に記載の光活性層。
【請求項３】
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　請求項１または２項に記載の光活性層を含む有機電子デバイス。


	header
	written-amendment

